
みやけの風 2000年12月25日                           （1/1） 

※「みやけの風」へのご意見・ご要望を、三宅島支援東京センターまでお聞かせください。 

日 時 場 所 内 容 連 絡 先 

12月31日 24:00 
 ～1月1日 

赤羽八幡神社 桐ヶ丘三宅島ボランティア会が初詣
に参加出店（三宅島の郷土料理） 

三宅島物資センター 
03-3905-3009 

12月22日(火) 
 ～1月5日(金) 

足立区役所1階
ロビー 

三宅島噴火災害写真展(共催：足立三
宅会・足立区社会福祉協議会・足立区役所) 

足立三宅会事務局 細井 
03-5686-2585 

 

 

 

 

 

 

 

 先日行われた、三宅島島民電話帳発送作業と島民連絡会へは年末のお忙しい中をたくさ

んの方においでいただき、誠にありがとうございました。センター一同、皆様の関心の高

さと熱気に圧倒されっぱなしでした。来年も変わらず、どうぞ宜しくご愛顧くださいませ。 

 

■ 三宅島社会福祉協議会より年末のご挨拶 

 昨年の暮れにあふれた“ミレニアム”と

いう言葉。何か新しいことが始まるという

期待に満ちて迎えたこの新しい年の後半が、

私たち三宅島民にとってこれほど過酷なも

のになろうとは、思いもよらぬことでした。

しかし、この半年で私たちが得たものも数

知れません。各避難先での地元の皆様の温

かい受け入れ、ボランティアの皆さんの数

多くの支援活動に学ぶことが沢山ありまし

た。噴火災害自体は悲しい出来事でしたが、

こうした皆様のご支援に励まされながら、

来年も引き続き出来る限りのことをしてい

きたいと考えております。雄山の火山活動

は依然としておさまらず、三宅島民にとっ

て辛い年越しとなりましたが、どうか皆さ

ん、希望を胸にお元気でお過ごしください

ますよう、よろしくお願いいたします。

（三宅島社会福祉協議会 三谷 彰） 

■ みんなの声 

 想いあって語呂合わせの詩を書きました。 

 

み みんなで元気に暮らす島 

や やさしい気持ちの仲間達 

け 決して挫けず帰るまで 

 

お 大海原揺られて近づく三宅島 

や 焼けた地肌を見せられて 

ま まだまだまだ、、、これしきと復興を誓い合い 

 

は 離れて暮らす大都会 

せ 瀬も暮れようとする12月 

が 家族、村民の絆大切に 

わ われらが大地三宅島 

こ 故郷へ帰る日を想い 

う 生まれた島へ必ず一緒に 

 

江東区豊洲 風のたよりより（沖山則夫） 

 

12.31-1.1 三宅島島民元気プロジェクトin竹芝 黄色ハンカチの｢想い｣をなびかせます！ 

 電話帳と共にお送りした黄色いハンカチに、2001年に寄せる｢想い｣｢決意｣｢願い｣｢絵｣などをお書く

ださい。新しい世紀を迎える竹芝の夜空に皆さんの気持ちをなびかせます。 

 当日参加できない方は、返信用の封筒に入れ、封筒の裏面に三宅島の住所・氏名を書き、切手を貼ら

ずに郵便局の窓口に直接お渡しください（災害用郵便につき無料）。※30日までに着くようにお願いします。 
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■ イベント情報 

元気プロジェクトの詳しい内容は電話帳と同封のチラシをご参照ください 


